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除
夜
の
鐘

大
晦
日
午
後
十
時
よ
り

整
理
券
配
布

先
着
一
〇
八
名
様

年
末
恒
例
の
大
煤す

す

払
い

　

私
ど
も
清
水
屋
は
昭
和
13
年
に
呉
服
商
と
し

て
会
社
設
立
し
来
年
の
令
和
５
年
で
創
業
85
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
初
期
の
恐
慌
に
始

ま
り
、
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
、
復
興
、
経
済
成

長
期
、
衰
退
期
と
様
々
な
時
代
を
越
え
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

創
業
者
は
祖
父
精
市
で
す
。
中
山
道
鵜
沼
宿

の
旅
籠
屋
﹁
清
水
屋
﹂
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
15
歳
の
時
に
高
蔵
寺
の
呉
服
屋
に
丁

稚
奉
公
し
、
21
歳
の
時
に
春
日
井
市
鳥
居
松
町

の
商
店
街
で
﹁
呉
服
店
清
水
屋
﹂
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
資
本
金
は
３
８
０
円
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

昭
和
48
年
７
月
に
は
犬
山
市
に
店
舗
面
積

２
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
駐
車
台
数
４
０
０

台
、
５
階
建
て
の
犬
山
店
を
開
店
し
ま
し
た
。

　

犬
山
店
開
店
後
、成
田
山
と
の
ご
縁
が
で
き
、

呉
服
の
催
事
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
春
と
秋
に
は
、
成
田
山
の
信
徒

会
館
を
お
借
り
し
清
美
会
と
し
て
呉
服
、家
具
、

毛
皮
、
寝
具
な
ど
の
展
示
会
を
幾
度
と
な
く
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
﹁
成
田
山
の
催
事
で
買
う

わ
﹂
と
よ
く
お
客
様
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
水
庵
の
茶
室
で
昼
食
を
い
た
だ
い
た
り
抹

茶
を
立
て
た
り
し
て
お
客
様
を
お
も
て
な
し

し
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
展
示
会

期
間
中
は
、
現
場
に
従
業
員
が
寝
泊
り
し
、
休

憩
に
は
、
喜
楽
の
宝
珠
ま
ん
じ
ゅ
う
を
食
べ
る

の
が
、
楽
し
み
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
当
時
は
周

辺
に
商
業
施
設
が
少
な
く
遠
方
か
ら
の
来
店
も

多
く
、
町
の
発
展
に
寄
与
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

犬
山
店
は
、
令
和
２
年
２
月
に
老
朽
化
と
耐

震
の
問
題
か
ら
取
り
壊
す
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
47
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
皆
様
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
、
犬
山
市
内
に
は
清
水
屋
の
店
舗
を
、

学
生
服
、
呉
服
、
写
真
館
、
レ
ン
タ
ル
着
物
の

店
と
介
護
の
店
と
し
て
２
店
舗
構
え
て
い
ま

す
。

　

私
ど
も
小
売
業
は
お
客
様
あ
っ
て
の
商
売
で

あ
り
ま
す
。﹁
店
は
お
客
様
の
た
め
に
あ
り
﹂﹁
商

い
は
あ
き
な
い
﹂
と
も
言
い
ま
す
。
多
く
の
お

客
様
に
支
え
ら
れ
今
日
ま
で
商
売
を
継
続
し
発

展
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
客
様
は
も
と

よ
り
地
域
の
皆
様
や
仕
入
れ
先
様
、
関
係
各
位

並
び
に
従
業
員
の
支
え
が
あ
っ
て
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　

創
業
の
精
神
で
あ
る﹁
感
謝　

誠
実　

忍
耐
﹂

を
旨
に
商
売
の
原
点
を
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で

も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
変
化
す
る
お
客
様
の
要

望
に
、
ご
期
待
に
、
応
え
れ
る
よ
う
に
精
進
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

創
業
85
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て清

水

隆

行

株
式
会
社
清
水
屋

令
和
五
年
　
癸

み
ず
の
と

卯う

歳

初

詣

代
表
取
締
役
社
長
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境
内
の
諸
堂
伽
藍
を
払
い
清
め

る
年
末
恒
例
の
大
煤
払
い
が
十
二

月
十
二
日
、
十
三
日
の
両
日
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。【
写
真
一
面
】

　

十
二
日
は
新
春
護
摩
札
お
授
け

所
、
初
詣
参
拝
ご
信
徒
の
ご
休
憩

所
と
な
る
信
徒
会
館
内
の
清
掃
が

行
わ
れ
、
十
三
日
は
朝
護
摩
供
終

了
後
、
本
堂
ご
本
尊
様
よ
り
煤
払

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
十
三
日
午
後
か
ら
、
初
期

消
火
訓
練
︵
環
境
に
配
慮
し
て
火

を
使
わ
な
い
で
行
な
っ
た
︶【
写

真
上
】、
並
び
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
︵
自
動

体
外
式
除
細
動
器
︶の
講
習
会【
写

真
下
】
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
創
七
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
発
願
し
た
弘
法
堂
改
修
工
事
は

ご
信
徒
皆
様
の
奉
賛
に
よ
り
完
成

し
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ご
志
納
頂
い
た
方
々
︵
一
万
円

以
上
︶
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
芳

名
を
記
し
た
芳
名
板
を
、
弘
法
堂

西
側
に
設
置
し
ま
し
た
。

新 春 行 事 ご 案 内令和５年
 2023 年

　新年を迎えるにあた
り、除夜の鐘をついて
みませんか。百八枚限
定の整理券は、大晦日
午後十時頃より鐘楼堂
にて先着順で配布しま
す。

一金　千円以上
元日午前零時より授与
限定三千枚
ご希望の方はお早めに
お越しください

　宗祖弘法大師の御
みえい

影
が描かれた『初お砂踏
之証』を、弘法堂にて
元日午前零時より先着
三千名に授与いたしま
す。

　新しい一年の無病息災を
祈り、ご本尊不動明王のご
印紋をお授けいたします。
七時の大護摩供より十五時
まで。

　午前十一時より鐘楼堂下
「千観亭」にて先着千名の
方に甘酒のご接待をいたし
ます。

　朝七時から十五時まで毎
回の新春大護摩供終了後、
参拝の皆様に本堂にて、餅
花を授与いたします。

元日より

令和５年

初
はつ

お砂
すなふみ

踏之
の

証
しょう

授与（弘法堂）
元日午前零時より 七

ななく さ

草ご印
いん も ん

紋お授け
　　　　　（本堂）

元日午前零時より

除夜の鐘つき
   （鐘楼堂）

甘酒ご接待 （千
せんかんてい

観亭） 餅
もちばな

花授与（本堂）

７日～９日

15 日 （日）
９日 （祝）

年
末
恒
例
行
事

　

十
二
月
五
日
午
後
二
時
半
よ

り
、
三
宝
の
間
に
て
年
末
年
始
警

備
等
に
関
す
る
打
合
せ
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

犬
山
警
察
署
、各
務
原
警
察
署
、

犬
山
消
防
署
、
名
鉄
関
係
者
、
及

び
地
元
関
係
者
が
出
席
さ
れ
、
初

詣
参
拝
に
お
け
る
当
山
周
辺
の
交

通
規
制
、
初
詣
時
の
警
備
体
制
等

の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

大
煤
払
い
・
消
火
訓
練
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

年
末
年
始

打
合
せ
会
開
催

弘
法
堂
改
修
工
事

志
納
者
芳
名
板
設
置

新春行事は中止または内容が変更となる場合があります。
最新情報はホームページ、お電話にてご確認ください。

開
創
七
十
周
年
記
念
事
業

新春限定朱印
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一
月

●
宮
本
主
監
の
年
頭
ご
挨
拶
﹁
新

春
を
迎
え
て
﹂を
掲
載
し
ま
し
た
。

●
一
日
～
三
日　

宮
本
主
監
お
導

師
の
も
と
新
春
特
別
大
護
摩
供
が

厳
修
さ
れ
、
初
詣
参
拝
者
が
来
山

さ
れ
ま
し
た
。

●
一
日　

宗
祖
弘
法
大
師
の
御
影

が
描
か
れ
た
﹁
初
お
砂
踏
之
証
﹂

が
午
前
零
時
よ
り
弘
法
堂
に
お
参

り
さ
れ
た
三
千
名
に
お
授
け
さ
れ

ま
し
た
。

●
一
日
～
三
月
十
五
日　
﹁
合
格

祈
願
会
﹂
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
七
日　

無
病
息
災
を
祈
願
し
、

参
拝
さ
れ
た
ご
信
徒
に
﹁
七
草
ご

印
紋
﹂
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
十
六
日　

参
拝
の
皆
様
に
縁
起

物
の
餅
花
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
十
七
日　

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の

京
田
陽
太
選
手
会
長
、
木
下
拓
哉

選
手
、
藤
島
健
人
選
手
及
び
球
団

関
係
者
の
方
々
が
必
勝
祈
願
の
た

め
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
十
日　

株
式
会
社
ユ
ニ
ー
関

係
者
が
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ア
ピ
タ
ン
と
と
も
に
来
山

さ
れ
恵
方
巻
き
開
運
成
就
を
祈
願

さ
れ
ま
し
た
。

●
二
十
三
日　

貞
照
寺
と
ご
縁
が

深
い
市
民
オ
ペ
ラ
﹁
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
木
曽
川
︲
オ
ペ
ラ
貞
奴
︲
﹂
が

各
務
原
市
ブ
リ
ニ
ー
の
市
民
会
館

に
て
公
演
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
十
八
日　

弘
法
堂
改
修
工
事

安
全
祈
願
祭
が
弘
法
堂
に
て
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

二

月

●
﹁
教
苑
﹂
に
は
、
株
式
会
社
リ

ト
ル
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

　

代
表
取
締
役　

今
尾　

真
也
氏

の
﹃
ま
ち
に
デ
ザ
イ
ン
を
﹄
を
掲

載
し
ま
し
た
。

●
一
日
～
三
月
十
五
日　

ご
信
徒

各
位
の
厄
難
を
払
う
﹁
厄
除
大
祈

願
会
﹂
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
日
・
三
日　

開
運
招
福
・
厄

難
消
除
を
祈
願
す
る
﹁
節
分
ま
つ

り
﹂
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
三
日　

本
堂
に
て
﹁
特
別
年
男

年
女
豆
ま
き
式
﹂
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
中
の
た
め
屋

外
特
設
会
場
で
の
豆
ま
き
式
は
中

止
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
日　

明
智
大
教
会︵
恵
那
市
︶

に
お
い
て
﹁
節
分
ま
つ
り
﹂
が
厳

修
さ
れ
ま
し
た
。

●
三
日　

貞
照
寺
に
て
﹁
節
分
ま

つ
り
﹂
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
三
日
～
九
日　

星
ま
つ
り
特
別

祈
願
会
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
十
三
日　

第
三
十
八
回
成
田
山

全
国
競
書
大
会
中
部
・
北
陸
地
区

審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
十
五
日　

お
釈
迦
様
の
ご
遺
徳

を
追
慕
し
、そ
の
生
涯
を
偲
ぶ﹁
涅

槃
会
﹂
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
十
八
日　

大
本
山
成
田
山
新
勝

寺
前
貫
首
・
当
別
院
前
住
職　

橋

本
照
稔
大
和
尚
一
周
忌
法
要
が
新

勝
寺
に
て
営
ま
れ
ま
し
た
。

●
二
十
二
日
︵
二
の
午
︶　

出
世

稲
荷
堂
に
て
出
世
稲
荷
法
要
が
厳

修
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

三

月

●
﹁
教
苑
﹂
に
は
、
女
優　

北
原

　

里
英
氏
の
﹃
ゆ
め
な
か
ば
。﹄

を
掲
載
し
ま
し
た
。

●
十
三
日　

第
三
十
八
回
成
田
山

全
国
競
書
大
会
の
中
央
審
査
が
新

勝
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
十
一
日　

ご
先
祖
様
へ
の
報

恩
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
自
然
を
称

え
生
物
を
慈
し
む
﹁
春
彼
岸
会
法

要
﹂
併
せ
て
﹁
正
御
影
供
﹂
が
弘

法
堂
に
て
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
十
一
日　

貞
照
寺
に
て
﹁
春

彼
岸
会
法
要
﹂
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。

　

四
月

●
﹁
教
苑
﹂
に
は
、
俳
優
・
モ
デ

ル　

敦
士
氏
の
﹃
人
を
想
う
心
﹄

を
掲
載
し
ま
し
た
。

●
三
日　

レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ

バ
ー
平
手
晃
平
氏
と
フ
ァ
ン
の

方
々
が
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

●
八
日
～
十
日　

お
釈
迦
様
の
ご

生
誕
を
祝
し
、
そ
の
ご
遺
徳
に
報

恩
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
﹁
灌
仏
会

︵
花
ま
つ
り
︶﹂
が
聖
蘭
堂
に
て
厳

修
さ
れ
ま
し
た
。

●
八
日
～
十
日　

貞
照
寺
に
て

﹁
灌
仏
会
︵
花
ま
つ
り
︶﹂
が
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。

●
十
一
日　

会
員
皆
様
が
﹁
合
掌

の
箱
﹂
を
用
い
て
実
践
し
、
集
め

ら
れ
た
難
病
者
激
励
金
を
中
日
新

聞
社
会
事
業
団
に
寄
託
し
ま
し

た
。

●
二
十
四
日　

大
本
山
成
田
山

新
勝
寺
に
て
岸
田
照
泰
中
興
第

二
十
二
世
貫
首
の
晋
山
式
が
盛
儀

に
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
十
六
日　

犬
山
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
早
朝
例
会
が
当
山
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
十
九
～
五
月
五
日　
﹃
第

六
十
七
回
成
田
山
学
童
写
生
大

会
﹄
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

五

月

●
﹁
教
苑
﹂
に
は
、
株
式
会
社 

妙
香
園 

代
表
取
締
役 

田
中
良
知

氏
の
﹃﹁
茶
ど
こ
ろ
﹂
名
古
屋
に

つ
い
て
﹄
を
掲
載
し
ま
し
た
。

●
五
日　

当
山
本
堂
北
参
道
に
鎮

座
す
る
新
生
大
仏
ご
宝
前
に
て

﹁
入
仏
記
念
法
要
﹂
が
厳
修
さ
れ

ま
し
た
。

　
　

六

月

●
﹁
教
苑
﹂
に
は
、
犬
山
ま
ち
づ

く
り
株
式
会
社　

服
部　

多
賀
子

氏
の
﹃
魅
力
あ
ふ
れ
る
犬
山
﹄
を

掲
載
し
ま
し
た
。

●
二
日　

真
言
宗
智
山
派
管
長
・

総
本
山
智
積
院
化
主
第
七
十
二
世

布
施
浄
慧
猊
下
御
戒
師
の
も
と
、

名
古
屋
市
吹
上
ホ
ー
ル
に
て
奉
修

さ
れ
た
発
心
式
に
索
の
会
会
員

十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

●
四
日　

お
子
様
の
疳
の
虫
を
封

じ
、
健
や
か
な
成
長
を
祈
願
す
る

﹃
虫
封
じ
﹄
祈
願
会
を
厳
修
し
ま

し
た
。

●
五
日　

信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

に
て
﹁
第
六
十
七
回
成
田
山
学
童

写
生
大
会
﹂
の
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

●
十
二
日　

各
務
原
市
緑
陽
中
学

校
剣
道
部
部
員
及
び
関
係
者
が
貞

照
寺
に
参
拝
さ
れ
、
各
務
原
市
中

体
連
剣
道
大
会
・
地
区
大
会
で
の

必
勝
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

●
十
三
日　

文
化
の
み
ち
二
葉
館

の
緒
方
館
長
様
、
関
係
者
の
方
々

が
研
修
を
兼
ね
て
ご
来
山
さ
れ
ま

し
た
。

●
十
五
日
～
十
七
日　

宗
祖
弘
法

大
師
・
中
興
興
教
大
師
の
ご
生
誕

を
祝
う
﹁
青
葉
ま
つ
り
﹂
が
弘
法

堂
に
て
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
十
五

日
午
前
十
時
よ
り
﹁
弘
法
大
師
生

誕
慶
祝
法
要
﹂
が
、
十
七
日
午
前

十
時
よ
り
﹁
興
教
大
師
生
誕
慶
祝

法
要
﹂
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
十
日
～　

大
相
撲
時
津
風
部

屋
の
力
士
が
名
古
屋
場
所
出
場
の

た
め
来
山
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
十
一
～
二
十
三
日　

扶
桑
町

立
扶
桑
中
学
校
二
年
生
の
生
徒
四

名
が
﹁
職
場
体
験
﹂
の
た
め
当
山

を
訪
れ
ま
し
た
。

●
二
十
九
日　

第
三
十
一
回

三
十
六
不
動
尊
霊
場
会
役
員
が
同

霊
場
三
十
六
番
札
所
の
八
事
山
興

正
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
　

七

月

●
﹁
教
苑
﹂
に
は
、
株
式
会
社
中

日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ　

経
営
企
画
本
部

管
理
部
長　

安
江　

博
樹
氏
の

﹃
球
団
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
﹄
を

掲
載
し
ま
し
た
。

●
一
日
～
七
日　

会
社
、
工
場
等

一

月

二

月

三

月

四

月

令 和 4 年 12 月 25 日 発 行

本
紙
の
一
年

令和 4年

五

月

六

月

七

月



令 和 4 年 12 月 25 日 発 行 名 古 屋 成 田 山 （ 4 ）
の
職
域
安
全
、
工
場
安
全
・
災
害

防
止
・
業
績
向
上
を
祈
願
す
る﹁
全

国
安
全
週
間
特
別
祈
願
会
﹂
が
厳

修
さ
れ
ま
し
た
。

●
九
日　

大
相
撲
時
津
風
部
屋
の

力
士
一
同
が
名
古
屋
場
所
で
の
必

勝
祈
願
参
拝
を
さ
れ
ま
し
た
。

●
十
八
日　

貞
照
寺
に
て
、
川
上

貞
奴
女
史
ご
生
誕
日
を
記
念
し
て

諸
芸
上
達
祈
願
大
護
摩
供
厳
修
、

奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

●
二
十
四
日　

成
田
山
成
福
講
が

恒
例
の
信
貴
山
・
生
駒
山
・
三
輪

大
社
参
拝
旅
行
を
実
施
し
ま
し

た
。

●
二
十
七
日　

愛
知
さ
く
ら
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
早
朝
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

八

月

●
﹁
教
苑
﹂
に
は
、
日
本
美
術
院

特
待
日
本
画
家　

島
田　

隆
司
氏

の
﹃
脳
出
血
を
乗
り
越
え
て
﹄
を

掲
載
し
ま
し
た
。

●
一
日
～　

自
動
車
祈
祷
殿
裏
駐

車
場
付
近
の
地
盤
沈
下
の
修
繕
工

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
四
日　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講
支

部
物
故
者
慰
霊
法
要
が
厳
修
さ
れ

ま
し
た
。

●
十
三
日
～
十
六
日　
﹁
盆
供
養

会
﹂
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

▽
十
三
日
～
十
六
日　

一
切
の
精

霊
を
供
養
す
る｢

献
灯
会
﹂
が
弘

法
堂
に
て
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
は
改
修
工
事
中
の
た
め
回
廊
は

使
用
せ
ず
、
堂
庭
の
み
に
行
灯
を

掲
げ
ま
し
た
。

▽
十
四
日　

午
後
二
時
よ
り
、
交

通
事
故
犠
牲
者
の
各
精
霊
を
供
養

す
る
﹁
く
る
ま
地
蔵
尊
法
要
﹂
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

▽
十
五
日　

檀
信
徒
各
家
の
精
霊

を
供
養
す
る｢

盂
蘭
盆
会
法
要｣

が
宮
本
主
監
お
導
師
の
も
と
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。

●
十
五
日　

貞
照
寺
に
て｢

盂
蘭

盆
会
法
要｣

が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
十
六
日　

テ
レ
ビ
番
組
収
録
の

た
め
、
お
笑
い
芸
人
華
井
二
等
平

さ
ん
、
岡
山
祐
児
さ
ん
が
来
山
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

九

月

●
﹁
教
苑
﹂
に
は
、
竹
島
水
族
館

　

館
長　

小
林　

龍
二
氏
の
﹃
苦

し
い
時
こ
そ
何
か
が
起
こ
る
チ
ャ

ン
ス
﹄
を
掲
載
し
ま
し
た
。

●
十
一
日　

茶
室
﹃
若
水
庵
﹄
に

て
、﹁
萩
の
茶
会
﹂
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

●
十
八
日　

名
古
屋
成
田
講
支
部

物
故
者
慰
霊
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま

し
た
。

●
二
十
一
日　

岐
阜
県
自
動
車
会

議
所
・
岐
阜
県
交
通
安
全
協
会
主

催
の
交
通
安
全
祈
願
祭
が
、
宮
本

主
監
お
導
師
の
も
と
、
岐
阜
自
動

車
会
館
に
て
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
県
内
の
自
動
車
業
関
係
者
の

方
々
が
交
通
安
全
を
祈
願
さ
れ
ま

し
た
。

●
二
十
三
日　
﹁
秋
彼
岸
会
法

要
﹂
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
十
三
日　

貞
照
寺
に
て
﹁
秋

彼
岸
会
法
要
﹂
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。

●
二
十
七
日　

東
海
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
の
上
位
入
賞
を
目
指

し
、
鵜
沼
中
学
校
吹
奏
部
部
員
が

貞
照
寺
に
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

十

月

●
﹁
教
苑
﹂
に
は
、
噺
家　

桂　

鷹
治
氏
の
﹃
十
年
ひ
と
昔
﹄
を
掲

載
し
ま
し
た
。

●
一
日　

岐
北
月
参
講
支
部
物
故

者
慰
霊
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。

●
一
日
～
十
一
月
三
十
日　

お
子

様
の
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
す

る
﹁
七
五
三
祝
祷
会
﹂
が
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

●
三
日　

弘
法
堂
露
盤
宝
珠
新
造

開
眼
法
楽
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
十
～
二
十
一
日　

犬
山
市
立

犬
山
中
学
校
二
年
生
の
生
徒
六
名

が
当
山
を
訪
れ
、﹁
職
業
体
験
﹂

を
実
施
し
ま
し
た
。

●
二
十
八
日　

貞
照
寺
に
て
開
創

八
十
九
周
年
記
念
大
祭
が
奉
修
さ

れ
、
開
創
記
念
特
別
大
護
摩
供
が

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
一

月

●
﹁
教
苑
﹂
に
は
、
株
式
会
社
名

鉄
百
貨
店　

取
締
役
社
長　

石
川

仁
志
氏
の
﹃
電
車
内
で
の
飲
食
﹄

を
掲
載
し
ま
し
た
。

●
二
日
、
三
日　

開
創
六
十
九
周

年
記
念
大
祭
が
奉
修
さ
れ
ま
し

た
。

▽
二
日　

午
前
十
時
よ
り
﹁
宗
祖

弘
法
大
師
報
恩
法
要
﹂
が
弘
法
堂

に
て
厳
修
さ
れ
、
続
い
て
出
世
稲

荷
堂
に
お
い
て
法
楽
が
厳
修
さ
れ

ま
し
た
。

▽
三
日　

午
前
九
時
の
記
念
大
祭

大
護
摩
供
に
引
き
続
き
、
自
動
車

交
通
安
全
祈
祷
殿
屋
上
に
て
﹁
八

方
宝
剣
法
要
﹂
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。

▽
三
日　

午
前
十
一
時
よ
り
成
田

山
新
勝
寺
貫
首
岸
田
照
泰
大
僧
正

大
導
師
の
も
と
﹁
開
創
六
十
九
周

年
記
念
大
法
要
特
別
大
護
摩
供
﹂

が
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
法
要
に
は
、
真
言
宗
智
山
派

別
格
本
山
大
須
観
音
寶
生
院
貫
主

岡
部
快
圓
大
僧
正
様
、
真
言
宗
智

山
派
東
海
教
区
教
区
長
蟹
江
良
輝

僧
正
様
、
継
鹿
尾
山
寂
光
院
山
主

松
平
實
胤
僧
正
様
、
成
田
山
大
阪

別
院
主
監
金
剛
照
祐
僧
正
様
、
成

田
山
福
井
別
院
主
監
鴇
田
照
新
僧

正
様
、
成
田
山
萬
福
院
住
職
竹
島

照
般
僧
正
様
、
大
本
山
成
田
山
新

勝
寺
教
化
部
長
田
中
照
広
僧
正

様
、
並
び
に
教
区
内
外
各
山
諸
大

徳
の
ご
随
喜
、及
び
成
田
山
本
山
、

大
阪
、
福
井
各
別
院
皆
様
の
ご
助

法
を
賜
り
ま
し
た
。

●
一
日　

セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
㈱
︵
大
垣
市
︶
に
て
﹁
創

立
七
十
六
周
年
記
念
祈
願
祭
﹂
並

に
﹁
物
故
者
慰
霊
法
要
﹂
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

●
十
六
日　

恵
那
市
の
恵
那
自
動

車
検
査
場
に
て
土
々
个
根
不
動
尊

秋
季
大
祭
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
二
十
二
日　

密
厳
流
遍
照
講
検

定
会
が
名
古
屋
市
中
区
の
大
須
観

音
寶
生
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

九

月

十

月

十
一
月

八

月

　

上
級
学
校
へ
の
進
学
︑
資
格
取
得
な
ど
︑
各
種
受
験

の
合
格
を
目
指
す
方
々
の
合
格
祈
願
を
い
た
し
ま
す
。

元
日
よ
り
３
月
15
日
ま
で
厳
修

合
格
祈
願
会

　
ご
祈
祷
料
　
一
金
　
五
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　
一
金
　
一
万
円
以
上

　
　
　（
お
札
、
お
守
、
だ
る
ま
、
は
ち
巻
付
）



令 和 4 年 12 月 25 日 発 行名 古 屋 成 田 山（ 5 ）
名
古
屋
市　

成
田
山
港
名
古
屋
講

　

〃　
　
　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
索
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

聖
道
支
部

　

〃　
　
　

成
田
山
索
の
会

　
　
　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　

〃　
　
　

山
崎
製
パ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
工
場

　

〃　
　
　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

　

〃　
　
　

加
藤
重
機
㈱

　

〃　
　
　

東
港
運
輸
㈱

　

〃　
　
　

道
徳
運
輸
㈱

　

〃　
　
　

日
本
通
運
㈱

　
　
　
　
　
　
　

中
部
警
送
支
店

　

〃　
　
　

小
出
鉄
工
㈱

　

〃　
　
　

露
橋
ノ
ハ
ラ
㈱

名
古
屋
市　

ノ
ハ
ラ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

野
原　

克
美

　

〃　
　
　

栄
光
産
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

巴
山　

君
子

　

〃　
　
　

中　

村　
　

大　

徳

　

〃　
　
　

㈱
山
田
商
会

　

〃　
　
　

㈱
ヤ
マ
シ
ョ
ー

　

〃　
　
　

奥
村
運
送
店

　

〃　
　
　

奥　

村　
　
　
　

昇

　

〃　
　
　

奥　

村　
　

恵　

子

　

〃　
　
　

㈱
安
藤
・
間

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
支
店

　

〃　
　
　

水
金
工
事
㈱

　

〃　
　
　

山
崎
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

昌
三

　

〃　
　
　

㈱
保
坂
工
業
所

　

〃　
　
　

小　

貝　
　

清　

明

名
古
屋
市　

菱
電
エ
レ
ベ
ー
タ
施
設
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
支
店

　

〃　
　
　

㈱
伊
東
管
財

　

〃　
　
　

石
津
個
別
指
導
塾

　

〃　
　
　

石　

津　
　

慎
太
郎

一
宮
市　
　

㈱
木
村
鉃
工
所

　

〃　
　
　

㈱
木
村
鉃
工
所

　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
事
業
部

　

〃　
　
　

木　

村　
　

嘉　

孝

　

〃　
　
　

医
療
法
人

　
　
　
　
　
　
　

か
す
が
い
内
科

　

〃　
　
　

㈱
Ｕ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

犬
山
市　
　

喜
楽
グ
ル
ー
プ

　

〃　
　
　

大　

滝　
　

末　

博

小
牧
市　
　

野　

呂　
　

陽　

子

　

〃　
　
　

舟　

橋　
　

義　

晃

　

〃　
　
　

長
谷
川
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

信
行

岡
崎
市　
　

永　

田　
　

信　

次

　

〃　
　
　

マ
ド
ォ
ヌ
㈱

高
浜
市　
　

神　

谷　
　

宗　

昭

　

〃　
　
　

神　

谷　
　

直　

子

　

〃　
　
　

神　

谷　
　

叔　

子

　

〃　
　
　

神　

谷　
　

知　

子

　

〃　
　
　

神　

本　
　

善　

之

　

〃　
　
　

神　

本　
　

裕　

子

　

〃　
　
　

神　

谷　
　

竜　

希

　

〃　
　
　

神　

谷　
　

來　

希

　

〃　
　
　

神　

藤　
　

怜　

希

高
浜
市　
　

神　

谷　
　

朗　

希

　

〃　
　
　

井　

上　
　

姫　

花

豊
橋
市　
　

山
平
㈱

　

〃　
　
　

㈱
ホ
ウ
パ
ル

　

〃　
　
　

㈲
栄
寿

　

〃　
　
　

社
会
福
祉
法
人
松
竹
会

羽
島
市　
　

中　

田　
　

恭　

子

岐
阜
市　
　

日
通
岐
阜
運
輸
㈱

　

〃　
　
　

丸
門
運
輸
㈱

四
日
市
市　

㈱
ウ
エ
ス
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　

上
杉　

勝
治

　

〃　
　
　

上　

杉　
　

勝　

治

　

〃　
　
　

人　

見　
　

昭　

教

　

〃　
　
　

上　

杉　
　

啓　

詞

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

　

〃　
　
　

成
田
山
索
の
会

　
　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　

〃　
　
　

鈴　

木　
　
　
　

博

岐
阜
市　
　

武　

藤　
　

美　

雪

山
県
市　
　

山　

田　
　

浩　

二

　

〃　
　
　

㈱
水
生
活
製
作
所

　
　
　
　
　
　

鍍
金
事
業
部

　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　

明
宏

岐
阜
市　
　

宮　

川　

㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
川　

弘
行

　

〃　
　
　

宮　

川　
　
　
　

務

　

〃　
　
　

杉　

田　
　

伍　

郎

　

〃　
　
　

安　

田　
　

壽　

幸

　

〃　
　
　

安　

田　
　

み
ね
子

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

　

〃　
　

太
和
商
事
㈱

　

〃　
　
　

井
上
︵
天
津
︶

　
　
　
　
　

汽
車
部
件
有
限
公
司

　

〃　
　
　

井　

上　
　

雅　

弘

　

〃　
　
　

井　

上　
　

葊　

子

春
日
井
市　

伊　

藤　
　

太　

悟

　

〃　
　
　

根　

本　
　

府
未
子

　

〃　
　
　

㈱
濵
田
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　

濵
田　

芳
寿

土
岐
市　
　

早　

川　
　
　
　

栄

　

〃　
　
　

河　

邉　
　

隆　

二

丹
羽
郡　
　

名
光
急
送
㈱

　

〃　
　
　

名
光
急
送
㈱

　
　
　
　
　

小
牧
配
送
セ
ン
タ
ー

稲
沢
市　
　

池
田
工
業
㈱

　

〃　
　
　

池
田
工
業
㈱
現
地
工
事

半
田
市　
　

石　

川　
　

錢　

二

　

〃　
　
　

蜷　

川　
　

朝　

子

　

〃　
　
　

石　

川　
　

幸　

延

　

〃　
　
　

石　

川　
　

麻　

里

　

〃　
　
　

石　

川　
　

琴　

音

　

〃　
　
　

石　

川　
　

國　

光

　

〃　
　
　

加　

藤　
　

富　

士

　

〃　
　
　

加　

藤　
　

知　

弘

　

〃　
　
　

石　

川　
　

洋　

子

　

〃　
　
　

澤　

田　
　

博　

文

　

〃　
　
　

澤　

田　
　

真
由
美

　

〃　
　
　

北　

折　
　

季　

三

半
田
市　
　

北　

折　
　

美
三
子

　

〃　
　
　

澤　

田　
　

綾　

子

愛
西
市　
　

服　

部　
　

有　

明

江
南
市　
　

川　

瀬　
　

和　

美

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

大
垣
市　
　

不
破
貨
物
運
輸
㈱

各
務
原
市　

坂　

下　
　

精　

司

　

〃　
　
　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

東
海
市　
　

㈱
猪
俣
工
業

　

〃　
　
　

㈲
神
林
土
木

四
日
市
市　

上　

杉　
　

圭　

司

羽
島
郡　
　

㈱
加
藤
組

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

大
武

瀬
戸
市　
　

東
海
設
備
工
業
㈱

　

〃　
　
　

東
海
環
境
㈱

　

〃　
　
　

東
設
電
気
㈱

豊
田
市　
　

豊
鉃
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
山　

明
夫

知
多
郡　
　

榊　

原　
　

英　

治

　

〃　
　
　

榊　

原　
　

由　

美

西
春
日
井
郡　

服　

部　
　

正　

樹

岐
阜
市　
　
㈱
ハ
ー
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

正
村　

直
美

　

〃　
　
　

㈲
ダ
イ
ナ
建
築
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

幸
治

丹
羽
郡　
　

坂　

野　
　

友　

哉

犬
山
市　
　

行
政
書
士
法
人
つ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

勝
司

令
和
４
年

月
参
護
摩
供
修
行
者
芳
名

　

今
年
一
年
間
に
わ
た
り
、
毎
月
お
護
摩
ご
修

行
さ
れ
ま
し
た
方
々
の
芳
名
を
掲
載
い
た
し
ま

す
。
ご
修
行
者
各
位
の
益
々
の
ご
隆
昌
を
謹
ん

で
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）



令 和 4 年 12 月 25 日 発 行 名 古 屋 成 田 山 （ 6 ）

　当山ではご信徒皆様が安全に初詣参拝できる
よう、以下の対策を実施いたします。

◆ご信徒皆様には、マスク着用、手指消毒など
　感染予防にご協力お願いいたします。
◆体調がすぐれない場合はご参詣をお控え頂きま
　うようお願い申し上げます。

正月の新型コロナウイルス対策

◆受付窓口へのビニールガード設置
◆アルコール消毒液の設置
◆受付職員のマスク着用
◆諸堂の換気の徹底
◆本堂参拝者への検温
◆本堂参拝者の入堂人数制限

◆ご祈祷者様への抹茶接待を中止いたします。
◆茶室若水庵は 1/15 まで休庵いたします。

新
春
お
護
摩
祈
祷

成
田
山
で
は
毎
日
、
ご
信
徒
皆
さ
ま
の
所
願
成
就
を
祈
願
す
る
お
護
摩
祈

祷
を
厳
修
し
て
お
り
ま
す
。
お
護
摩
祈
祷
と
は
、
御
本
尊
不
動
明
王
御
宝

前
の
護
摩
壇
に
て
、
護
摩
木
と
い
う
特
別
な
薪
を
た
い
て
、
諸
々
の
願
い

が
成
就
す
る
こ
と
を
祈
る
真
言
密
教
の
修
法
で
す
。
元
朝
よ
り
厳
修
す
る

新
春
お
護
摩
で
は
、
新
年
が
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
　
癸

み
ず
の
と

卯う

歳

成
田
山
初
詣

各
受
付
所
に
お
い
て
新
春
ご
祈
祷
の
予
約
申
し
込
み
を
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
年

始
は
各
受
付
所
が
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
年
内
お
早
め
の
予
約
申
し
込
み

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

お
護
摩
祈
祷
の
願
意

家
内
安
全

商
売
繁
昌

交
通
安
全

開
運
成
就

心
願
成
就

事
業
繁
栄

厄
難
消
除

災
難
消
除

工
事
安
全

工
場
安
全

旅
行
安
全

学
業
成
就

合
格
成
就

身
心
健
全

海
上
安
全

身
体
健
全

息
災
延
命

当
病
平
癒

必　
　

勝

安　
　

産

御　
　

礼

一
金
　
一
万
円
以
上

一
金
　
五
千
円
以
上

一
金
　
三
万
円
以
上

一
金
　
三
千
五
百
円
以
上

（
大
護
摩
ご
祈
祷
料
三
万
円
以
上

　
は
芳
名
を
掲
示
い
た
し
ま
す
）

一
金
　
五
万
円
以
上

11 日以降は７時、９時、11 時、13 時、15 時。

　元　日 ２日～５日 ６日～ 10 日

　●
　●
　●
　●
　●
　●
　●
　●
　●
　●
　●
　●
　●

　●
　●
　●
　●
　●
　●
　●
　●
　●

　●
　●
　●
　●
　●
　●
　●
　●
　

　０：００
　１：３０
　３：００
　５：００
　７：００
　９：００
１０：００
１１：００
１２：００
１３：００
１４：００
１５：００
１６：３０

お
護
摩
札

１月のお護摩祈祷時刻



令 和 4 年 12 月 25 日 発 行名 古 屋 成 田 山（ 7 ）

◆
名
鉄
電
車
ご
利
用
の
方
へ　

当
山
へ
は
犬
山
線
犬
山
遊
園
駅
下
車
︑
徒
歩
約
十
分
。﹁
迎
春
１
Ｄ
Ａ
Ｙ

フ
リ
ー
き
っ
ぷ
﹂
を
利
用
し
て
来
山
さ
れ
た
方
に
は
︑
当
山
特
製
﹁
護
摩
木
箸
﹂
を
授
与
い
た
し
ま
す
。

年末年始お車にてお参りの方へ

◆
身
代
守　
　
　

一
金　

五
百
円
以
上

◆
袋
入
身
代
守　

一
金　

八
百
円
以
上

◆
合
格
守　
　
　

一
金　

八
百
円
以
上

◆
学
力
向
上
守　

一
金　

八
百
円
以
上

◆
病
気
平
愈
守　

一
金　

八
百
円
以
上

◆
無
病
息
災
守　

一
金　

八
百
円
以
上

◆
縁
結
び
守　
　

一
金　

八
百
円
以
上

◆
心
願
守　
　
　

一
金　

八
百
円
以
上

◆
こ
ど
も
守　
　

一
金　

八
百
円
以
上

◆
長
寿
守　
　
　

一
金　

一
千
円
以
上

◆
安
産
守　
　
　

一
金　

八
百
円
以
上

◆
安
産
腹
帯
守　

一
金　

二
千
円
以
上

◆
旅
行
安
全
守　

一
金　

五
百
円
以
上

◆
絵
馬　
　
　
　

一
金　

五
百
円
以
上

◆
ペ
ッ
ト
守　
　

一
金　

七
百
円
以
上

新
春
縁
起
物

◆
熊
　
手
　
　
　
一
金
　
二
千
円
以
上

◆
は
ま
や
　
　
　
一
金
　
千
円
以
上

御
守
・

縁
起
物

交
通
安
全
自
動
車
御
守
札

１月の自動車祈祷時刻

交
通
安
全
自
動
車
ご
祈
祷

一
金　

五
千
円
以
上

　

 
 

　

（
金
襴
守
）

一
金　

一
万
円
以
上

　

 
 

　

（
紫
金
襴
守
）

一
金

　

三
千
五
百
円
以
上

　
　

 

（
和
紙
守
）

（
一
万
円
以
上
は
芳
名
を

　
祈
祷
殿
内
に
掲
示
し
ま
す
）

午前０時

～午後８時

午前５時半

～午後８時

午前６時

～午後８時

　元　日 　２　日 　３　日

４日以降は午前７時から午後７時まで

30 分間隔でご祈祷いたします。

卯
歳

キ
テ
ィ
袋
入

　
　
身
代
守

初
穂
料
千
円
以
上

令
和
五
年
元
日
よ
り
授
与

新
春
限
定



令 和 4 年 12 月 25 日 発 行 名 古 屋 成 田 山 （ 8 ）

特
別
年
男
年
女

開
運
厄
除
豆
ま
き
式

節
分
ま
つ
り

　

明
年
二
月
二
日
・
三
日
︑
当
山

で
は
節
分
ま
つ
り
を
厳
修
い
た
し

ま
す
。

　

三
日
は
熊
田
曜
子
さ
ん
︵
岐
阜

市
ご
出
身
・
マ
マ
さ
ん
タ
レ
ン
ト
・

グ
ラ
ビ
ア
ア
イ
ド
ル
︶︑
Mr.
シ
ャ

チ
ホ
コ
さ
ん
︵
あ
ま
市
ご
出
身
・

も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
︶を
招
い
て
︑

ご
信
徒
の
開
運
招
福
︑
厄
難
消
除

を
祈
願
し
︑
特
設
会
場
に
て
特
別

豆
ま
き
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

二
月
三
日
（
金
）

　
午
前
　
十
時
半

　
午
後
十
二
時
半

　
午
後
　
二
時
半

二
月
二
日
（
木
）

　
　
三
日
（
金
）

　
午
前
九
時
か
ら

　
午
後
四
時
ま
で

◆
特
別
節
分
券

◆
開
運
厄
除
節
分
券

　︵
福
枡
、
福
豆
、
福
引
付
︶

参
加
者
募
集
中

一
金
　
三
万
円
以
上

一
金
　
三
千
円
以
上

令和 5 年

特
別
年
男
年
女

　
　
　
　
豆
ま
き
式

開
運
厄
除
豆
ま
き
式

星
ま
つ
り

熊

田

曜

子

さ

ん

　

星
ま
つ
り
と
は
︑
人
そ
れ
ぞ
れ
が
相
当
す
る

当
年
星
（
九
星
）
を
ま
つ
り
︑
そ
の
年
の
災
い

を
除
き
幸
せ
を
増
長
す
る
儀
式
で
あ
り
ま
す
。

　

当
年
星
は
毎
年
変
わ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
皆

様
が
よ
り
幸
せ
な
一
年
を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ

う
︑
ご
祈
祷
を
お
勧
め
申
し
上
げ
ま
す
。

二
月
三
日
よ
り
七
日
間
︑
ご
祈
祷
を
厳
修

し
た
後
︑
お
札
を
発
送
い
た
し
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
料　

　
　
　
　

小　

札　
　
　

一
金　
　

一
千
円
以
上

　
　
　
　

中　

札　
　
　

一
金　
　

二
千
円
以
上

　
　
　
　

大　

札　
　
　

一
金　
　

三
千
円
以
上

令和５年 癸
みずのと

卯
う

歳の運勢（かぞえ歳）

小札

Mr.
シ
ャ
チ
ホ
コ
さ
ん



令 和 4 年 12 月 25 日 発 行名 古 屋 成 田 山（ 9 ）

　

十
一
月
十
三
日
、﹃
貞
奴
マ
ル

シ
ェ
﹄
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

此
度
初
と
な
る
当
催
事
は
、
昨

年
、
川
上
貞
奴
女
史
生
誕
百
五
十

周
年
と
い
う
節
目
に
併
せ
、
当
初

は
昨
春
に
計
画
し
て
い
ま
し
た
が

コ
ロ
ナ
禍
と
重
な
り
、
秋
、
今
春

と
延
び
、
よ
う
や
く
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
後
か
ら
雨
と
な
り
ま

し
た
が
、
参
道
沿
い
に
並
ん
だ
御

店
、
庫
裡
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

そ
れ
ぞ
れ
に
沢
山
の
来
山
者
が
訪

れ
、
思
い
思
い
に
お
買
い
物
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。

　

本
堂
で
は
午
前
午
後
に
大
護
摩

供
厳
修
、前
後
に
鈴
木
み
ど
り
様
、

服
部
彩
未
様
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹃
貞
奴
マ
ル
シ
ェ
﹄
は
﹁
ぜ
ひ

来
年
も
﹂
と
の
声
も
多
く
寄
せ
ら

れ
、
今
後
も
企
画
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

索
の
会
会
員
が
合
掌
の
箱
に
よ

る
募
金
﹁
難
病
者
激
励
金
﹂
は
四

月
に
中
日
新
聞
社
会
事
業
団
に
寄

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
同
事
業
団
に
よ
る
愛
知
県
・
岐

阜
県
・
三
重
県
で
の
贈
呈
式
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
さ
れ
、
本
年

は
各
団
体
に
銀
行
振
込
で
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

寄
付
を
受
け
ら
れ
た
各
難
病
者

団
体
よ
り
当
会
宛
に
お
礼
状
を
頂

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
致
し
ま

す
。︵
順
不
同
敬
称
略
︶

︽
愛
知
県
︾
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知

県
難
病
団
体
連
合
会
▼
日
本
二
分

脊
椎
症
協
会
東
海
支
部
▼
愛
知
県

ジ
フ
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
▼
愛
知
心

臓
病
友
の
会
（
全
国
心
臓
病
の
子

ど
も
を
守
る
会
愛
知
県
支
部
）
▼

日
本
コ
ケ
イ
ン
症
候
群
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
▼
︽
岐
阜
県
︾
▼
岐
阜
県

難
病
団
体
連
絡
協
議
会
▼
岐
阜
県

肝
炎
の
会
▼
岐
阜
県
ヘ
モ
フ
ィ
リ

ア
友
の
会
（
岐
友
会
）
▼
日
本
Ａ

Ｌ
Ｓ
協
会
岐
阜
県
支
部
▼
日
本
て

ん
か
ん
協
会
岐
阜
県
支
部　

▼

︽
三
重
県
︾
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
重

難
病
蓮
▼
み
え
Ｉ
Ｂ
Ｄ
▼
三
重
県

下
垂
体
友
の
会
▼
全
国
膠
原
病
友

の
会
三
重
県
支
部

江
南
市　
　

㈱
岸
五

　

〃　
　
　

㈲
豊
場
造
園

　

〃　
　
　

駒　

田　
　

み
よ
子

　

〃　
　
　

共
立
防
災
工
事
㈱

　

〃　
　
　

塚　

本　
　

由　

美

名
古
屋
市　

西　

川　
　

幸　

治

　

〃　
　
　

佐　

竹　
　

光　

雄

　

〃　
　
　

㈲
エ
ヌ
ワ
イ
技
建

　

〃　
　
　

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

寺
澤　

直
裕

名
古
屋
市　

㈱
ロ
イ
カ

大
口
町　
　

田　

中　
　

将　

弘

　

〃　
　
　

黒　

木　
　

正　

富

　

〃　
　
　

譚　
　
　
　
　
　

董

　

〃　
　
　

㈱
ト
ー
タ
ル
イ
ン
テ

　
　
　
　
　

リ
ア 

フ
ナ
ハ
シ

　

〃　
　
　

㈲
ま
さ
と
電
気

　

〃　
　
　

安　

藤　
　

和　

子

小
牧
市　
　

松　

浦　
　

浩　

一

　

〃　
　
　

阿　

部　
　

寿　

美

小
牧
市　
　

前　

田　
　

由　

美

犬
山
市　
　

小　

島　
　

砂
登
美

　

〃　
　
　

㈱
梅
田
設
計

　

〃　
　
　

㈱
シ
ン
エ
イ
ラ
イ
フ

　

〃　
　
　

今
井
設
備
工
業
㈱

　

〃　
　
　

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
サ

　
　
　
　
　

ポ
ー
ト
㈱

　

〃　
　
　

㈱
岡
田
ガ
ラ
ス

　

〃　
　
　

㈱
小
川
板
金
加
工
所

　

〃　
　
　

㈲
東
和
工
業

一
宮
市　
　

伊　

藤　
　

俊　

彦

岐
阜
市　
　

安　

田　
　

耕　

一

各
務
原
市　

太　

田　
　

保　

雄

多
治
見
市　

宮　

國　
　

博　

和

　

〃　
　
　

松　

本　
　

拓　

也

可
児
市　
　

神　

谷　
　

拓　

満

　

〃　
　
　

瀧　

澤　
　
　
　

幸

︵
新
任
︶
加
藤　

孝
子
︵
評
議
員
︶

︵
退
任
︶
加
藤　

敬
︵
評
議
員
︶

貞
照
寺
だ
よ
り

貞
奴
忌
川
上
貞
奴
女
史
追
善
法
要
営
む

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ー
味
鋺
成
田
講
支
部
ー

役
員
異
動

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

　元日より索の会各支部の方々が

境内において募金活動を行いま

す。初詣の折には皆様の温かいご

支援をお願い申し上げます。

難病者激励募金
ご協力のお願い

﹃
貞
奴
マ
ル
シ
ェ
﹄ 

開
催

　

貞
照
寺
で
は
川
上
貞
奴
女
史
の

祥
月
命
日
で
あ
る
十
二
月
七
日
を

﹁
貞
奴
忌
﹂
と
定
め
、
毎
年
各
種

記
念
行
事
を
執
り
行
な
い
ま
す
。

　

本
年
は
午
前
十
時
よ
り
霊
廟
御

前
に
て
追
善
法
要
、
続
い
て
本
堂

に
て
諸
芸
上
達
・
所
願
成
就
大
護

摩
供
を
厳
修
。
引
き
続
き
﹁
オ
ペ

ラ
貞
奴
﹂
に
て
永
年
貞
奴
女
史
を

演
じ
ら
れ
る
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
金

光
順
子
様
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
縣
友
里

恵
様
に
よ
る
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
が

催
さ
れ
ま
し
た
。

難
病
者
激
励
金
へ
の

礼
状
が
寄
せ
ら
れ
る

﹃
合

た
す
け
あ
い掌
の
箱
﹄
募
金
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各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

岐
阜
市　
　

山　

田　
　

貴　

裕

　

〃　
　
　

山　

田　
　

由
布
子

　

〃　
　
　

山　

田　
　

胡　

桃

　

〃　
　
　

山　

田　
　

紅　

葉

　

〃　
　
　

山　

田　
　

胡　

葉

　

〃　
　
　

山　

田　
　

浩　

二

　

〃　
　
　

山　

田　
　

麻　

美

　

〃　
　
　

山　

田　
　

萌　

花

　

〃　
　
　

山　

田　
　

愛　

梨

　

〃　
　
　

山　

田　
　

き
よ
子

一
宮
市　
　

山　

田　
　

芳　

男

　

〃　
　
　

山　

田　
　

千
弥
子

　

〃　
　
　

山　

田　
　

教　

生

　

〃　
　
　

山　

田　
　

和　

政

　

〃　
　
　

山　

田　
　

智　

子

小
牧
市　
　

中　

嶋　
　

義　

治

丹
羽
郡　
　

酒　

井　
　

文　

子

　

〃　
　
　

服　

部　
　

早　

苗

名
古
屋
市　

酒　

井　
　

義　

文

愛
西
市　
　

樋　

口　
　
　
　

武

松
戸
市　
　

若　

海　
　

幸　

子

　

〃　
　
　

若　

海　
　
　
　

洁

名
古
屋
市　

金
寳
堂
は
り
灸
院

　
　
　
　
　
　
　
　

寳
田　

一
男

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

伊
賀
市　
　

㈱
Ｙ
Ｓ
・
Ｌ
ｕ
ｘ
ｅ

名
古
屋
市　

深　

川　
　

雅　

央

　

〃　
　
　

深　

川　
　

和　

子

　

〃　
　
　

津　

村　
　

稟　

斗

浜
松
市　
　

榊　

原　
　

龍　

男

名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

津
島
市　
　

加　

藤　
　

秀　

樹

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

　

〃　
　
　

梅　

山　
　

祐　

子

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市　

日
本
生
花
司

　
　
　
　
　
松
月
堂
古
流　

尾
張
支
部

各
務
原
市　

セ
イ
ラ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

森
山　

雅
紀

北
名
古
屋
市　

松　

葉　
　

優
月
菜

犬
山
市　
　

河　

田　
　

高　

利

名
古
屋
市　

㈱
Ｒ
Ｖ
工
房

羽
島
市　
　

淺　

野　
　

吉　

正

　

〃　
　
　

淺　

野　
　

聖　

矢

名
古
屋
市　

淺　

野　
　

達　

郎

羽
島
市　
　

淺　

野　
　

結　

理

　

〃　
　
　

淺　

野　
　

冨
美
板

可
児
市　
　

医
療
法
人　

明
章
会

　
　
　
　
　

と
ま
つ
レ
デ
ィ
ー
ス

　
　
　
　
　

ク
リ
ニ
ッ
ク

　

〃　
　
　

戸　

松　
　
　
　

章

豊
明
市　
　

近　

藤　
　

正　

子

常
滑
市　
　

㈱
カ
ナ
エ
製
土

　
　
　
　
　
　
　
　

柴
山　

暁
洋

名
古
屋
市　

名
古
屋
鉄
道
㈱

　

〃　
　
　

㈱
中
日
新
聞
社

　

〃　
　
　

中
部
電
力
㈱

　

〃　
　
　

東
邦
ガ
ス
㈱

　

〃　
　
　

豊
島
㈱

大
垣
市　
　

セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ

　
　
　
　
　

ィ
ン
グ
ス
㈱

名
古
屋
市　

㈱
名
鉄
百
貨
店

　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

仁
志

　

〃　
　
　

伊
吹
運
輸
㈱

　

〃　
　
　

㈱
坪
井
利
三
郎
商
店

　
　
　
　
　
　
　
　

坪
井　

進
悟

　

〃　
　
　

旭
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

一
男

　

〃　
　
　

㈲
大
矢
佛
檀
店

　
　
　
　
　
　
　
　

大
矢　

章
博

小
牧
市　
　

野　

呂　
　

陽　

子

　

〃　
　
　

加　

藤　
　

義　

晴

　

〃　
　
　

社　

本　
　

宮　

明

　

〃　
　
　

社　

本　
　

光　

永

　

〃　
　
　

社　

本　
　

さ
と
子

　

〃　
　
　

社　

本　
　

崇　

志

　

〃　
　
　

福
玉
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

社
本　

光
永

　

〃　
　
　

㈲
マ
ル
カ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　

社
本　

崇
志
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㈲
山
東

　
　
　
　
　
　
　
　

社
本　

光
永

丹
羽
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福
玉
精
穀
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光
永
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福
玉
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ス
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㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

上
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田
中
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業
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亭
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行

　

〃　
　
　
㈱
ハ
ー
ト
コ
ン
サ
ル
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ト

　
　
　
　
　
　
　
　

正
村　

直
美

多
治
見
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東
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運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

小
沢　

由
幸

羽
島
市　
　

中　

田　
　

恭　

子
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昭
和
建
設
㈱

四
日
市
市　

㈱
ウ
エ
ス
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　

上
杉　

勝
治
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上　

杉　
　

勝　

治

員
弁
郡　
　

㈱
善
芯

　
　
　
　
　
　
　
　

水
谷　

善
文

栃
木
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㈱
阿
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
井　

実

名
古
屋
市　

名
北
技
研
販
売
㈱

瑞
穂
市　
　

㈲
マ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

隆
男

岐
阜
市　
　

森　

川　
　

俊　

策

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

碧
南
支
部

　
　
　
　
　

四
日
市
支
部

　
　
　
　
　

聖
道
支
部

　

成
田
山
洗
心
講
講
元
渡
邊
義
勝

氏
が
十
一
月
二
十
四
日
、
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　

告
別
式
は
十
一
月
二
十
八
日
、

正
覚
寺
に
て
営
ま
れ
ま
し
た
。
喪

主
は
渡
邊
冷
子
さ
ん
。

十
一
月
の
登
山
講
社

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

十
一
月

十
一
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

十
一
月
の
大
護
摩
供

　
　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

中
二　

朝
比
奈　

洋
克

中
一　

浅
野　
　

凜

小
六　

土
師　

澪
南

【
評
】
流
れ
よ
く
伸
び
伸
び
と
書
け

ま
し
た
。

【
評
】
一
点
一
画
丁
寧
に
書
け
て

い
ま
す
。

【
評
】
一
字
一
字
て
い
ね
い
な
線
で
書

け
ま
し
た
。

紙
上
書
道
展

お
く
や
み

渡
邊
義
勝
氏

今
月
号
の
『
編
集
室
よ
り
』
は

紙
面
の
都
合
上
、
休
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

1 月の成田山行事

行事は中止または内容が変更となる
場合がございます。最新情報はホー
ムページ、境内掲示、お電話にてご
確認お願い致します。

◆ご縁日　1日、15日、28日

◆新春特別大護摩供　元日より

◆七草御印紋お授け　7 ～ 9 日

◆ご詠歌練習会　15 日

　　　午後１時　信徒会館 3 階

◆餅花授与　15 日

◆初大師　21 日　弘法堂

◆ほうろく灸　21日　弘法堂

◆初不動　28 日

◆写経会　28 日　信徒会館 3 階


